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1地 理的分野の研究

生徒 自らが課題 を設定 し,課 題の解決 に意欲 的に取 リ組 む指導 の工 夫

一EU諸 国の学習 を通 して一

1主 題設定 の理 由

21世 紀 を目前 と した今 日,我 が国 において は,国 際化 ・情報化 ・核家 族化 ・高齢化 ・価値 観

の多様化 などの社会の変化が著 しく進 んでい る。 この よ うな社会 の変化 に伴 い,生 涯学 習の基

礎 となる力 と して,「 自 ら考 え,主 体的 に対応 してい く能力 の育成」が求 め られ て い る。 第15

期中央教育審議 会の第一次答 申においては,[生 きる力]を 「自分で課題 を見つ け,自 ら学 び,

自 ら考 え,セ 体 的 に判断 し,行 動 し,よ りよ く問題を解決す る能 力」 とと らえてい る。社 会科

にお いて この能 力を育成 す るには,問 題解決 的な学 習が有効 であ ることは,さ まざ まな小 学校

にお ける研究 ・授業 実践 によ り明 らかに されて いる。 しか し,中 学校 にお いては,問 題解 決的

な学習 につ いての十 分な検証が積 み重 ね られて いな い。

地理分科会 で は,[生 きる力]の 育成 には問題解決 的な学 習が有効で あ ると考 え,問 題解 決

的 な学習 を 「適 切な課題を設 けて行 う学習」(以 下課題学 習)の 中 に位 置付 け,意 図 的 に行 う

指導法 の研究 を,3年 間を見通 しなが ら進 めて い くことにす る。 つ ま り3年 生時 の公民 的分野

にお いて課題学 習の中 に問題解決 的な学習 を取 り入れ,義 務教育修了 時 に[生 きる力]の 基礎

を生徒が身 に付 け ることをね らい とす る。

問題解決 的学 習 は,生 徒 自身 によ る学習課題 の設定,課 題 の追究,課 題 の解決,新 たな課題

の発見 とい う4っ の段階の流れ で学習 が行 われ る。 この流れ の中で,特 に生徒 の興 味 ・関心 や

生徒 の生活体験 を重視 した課題 づ くりか ら調 べ活動を始 める ことに よって,最 後 まで意欲的 に

学習 に取 り組 め ることに着 目 し,で きるだけ1年 生 の段階か ら,生 徒 自 らが課題 を設 定す る こ

とがで きる力 の育成が必要で ある と考 え,上 記の よ うな主題 を設定 した。

2研 究 のね らい と方 法

(1)研 究 の ね らい

ア 多 くの場 合,受 け身 の学 習 に な りが ち な 生 徒 が,課 題 の設 定 ・追 究 ・解 決 に 意 欲 的 に取

り組 む こ とが で きる,地 理 的分 野 で の指 導 の 工夫 を明 らか にす る。

イ ア に つ いて,特 に生 徒 自 らが課 題 の 設 定 が で きる資 料 と支援 の 方 法 を工 夫 す る。

(2)研 究 の方 法

ア 生 徒 自 らが 課 題 の設 定 が で き る資料(ビ デ オ資 料 ・手紙 資 料 ・ク イ ズ資料)を 研 究 ・開

発 し,8時 間 構 成 で 指 導 計 画 を作 成 し,検 証 授 業 を行 い,授 業 の 改 善 を 図 る。

イ 課 題 を設 定 す る場 面 で 「4段 階 問題 学 習 づ く り」 を重 視 す る。

※ 「4段 階 問 題 学 習 づ く り」 と は,① ニ ュ ー ス ・ソー ス,② 内 容,③ ② と関連 す る知 識 や

経 験,④ 学 習 問 題 一追 究 問題 の4っ の ス テ ップ で,生 徒 の既 存 知 識 や経 験 を学 習 課 題 に

っ な ぐこ と の重 要 性 に気 付 か せ る もの で あ る。
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研究の全体構想図

研究の背景

一 《社会科 に求 め られてい ること》一 《社会的背景》

・情報 化 ,

・子供 ど う

国際化,高 齢化などの社

会の急激な変化

しの遊び,自 然体験など

の直接体験 の減少

① 社会認識を深めるために必要な座

標軸 になるような知識を,意 味内容

を しっか り理解させながら身に付け

させるようにする

一 《教育 に求 め られて い ること》一

【生 きる力】

・自分 で課題 を見っ け,自 ら学 び,

自 ら考 え,主 体 的 に判断 し,行 動

し,よ りよ く問題 を解決す る力

・自 ら律 しっ っ,他 人 と協調 し,他

人を思 いや る心 や感 動す る心 など

豊 か な人間性 とた くま しく生 きる

ための健康 や体力

(第15期 中央教育審議会第一次答申)

② 事実認識の結果 を覚える学習では

なく,事 実を認識する方法を身に付

ける学習を大切にする。 また事実認

識の学習にとどまらず,関 係認識の

学習まで展開できるようにする

③ 課題を設 け,調 べ,考 え,ま とあ,

発 表す るよ うな追究 的な活動 を重視

し,資 料 活用の技能 や学 び方 を学 ぶ

ことがで きるよ うにす る

(「中学校社会科地理授業の改善」)

i
一 《学習指導上の問題点》

・教師主導型の授業

・知識 ・理解優先の授業

・学び方を学ぶ学習の欠如

問題解決 的 な学 習 の重 視

▼

研 究 主題 へ

研究の動機

1.小 学校 での学 習 の上 にすべての生徒 は,自 ら課題 を設定 す る力を もっ

2.周 囲 の生徒 とかか わる集 団学 習 により,自 分 の考 えを深 め ることが で きる
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研 究 主 題
生徒自らが課題を設定 し,課 題の解決に意欲的に取 り組む指導 の工夫

一EU諸 国の学習を通 して一

研究のねらい
学習に受動的な傾向を見せる生徒が,課 題の設定 ・追究 ・解決に意欲的

に取 り組むことができる,地 理的分野での指導の工夫を明らかにする。

研 究 の仮 説
「 繭 校第1学 年社会科の 「世界 とその諸地域」の学習において,生 徒一

人一人の問題意識を基に,生 徒 自らが課題の設定を行い,

の学習の仕方を習得できる指導法を工夫することにより,

む態度 と能力を身に付けるであろう。

課題追究のため

意欲的に取 り組

研 究 の 内容 と 方 法

《基礎研究》

・社会科の 「基礎 ・基本」

に関する考察

・ 「問題解決的な学習」 に

関する文献及び授業研究

・ 『EU諸 国』の文献研究

《調査研究》

○生徒実態 調査

・ 『EU諸 国」 の

イ メー ジや関心

に対するアンケー

ト

仮説を検証する視点

生徒 自らが課題を設定する場面

において,適 切な資料を利用で

きるよ うに どの よ うに支援す る

〉カ

ビデ オ 資 料

手 紙 資 料

ク イ ズ 資 料

《授業研究》

○授業実践,調 査

・生徒や地域 の実態に則 し

た教材の作成

・ 『EU諸 国」を概観 し,

課題を設定で きる資料の

収集 ・分析

・指導計画と指導案の作成

・適切な学習指導 ・評価 ・

支援の在 り方

0授 業分析

・学習の記録や作品の分析

・研究仮説の検証
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3指 導 計 画

(1)単 元 名rEU諸 国」

(2)単 元 の 目標

ア 学 習 課 題 づ く り,そ の 調 査 活 動,ま とめ ・発 表 な ど に積 極 的 に取 り組 み,統 合 に向 か う

EU諸 国 に住 む人 々 の く ら しを身 近 に と らえ る。

イ 他 の グル ー プ の発 表 に関 心 を もち,自 分 た ちの学 習結 果 を も とに,疑 問 や参 考 意 見 を発

表 す る。(よ り高 次 元 の問 題 意 識 を もっ)

ウ 自分 の問 題 意 識 を大 切 に して,学 習 課 題 へ の取 組 み を 進 め る。

(3)指 導 計 画(8時 間扱 い)

事
ヨー ロ ッパ に つ い て ① 「ヨーロ ッパ の国 々を知 って いるだ け書 いて下 さい」

前 の ア ンケー ト調査 ② 「ヨーロ ッパ の国 々に行 った ことが あ ります か」

調 ③ 「ヨーロ ッパ の国 々にっいて思 い浮かぶ事 を,い くっで も書いてみよう」

査
④ 「ヨーロ ッパ の国 々の何 につ いて知 りたいです か」

時 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 ヒ の 留 意 点

学 習問題 の設 定 地図帳でEUの 地域 ・国々を確 ビデオ,手 紙 や クイ ズ形式 の資料 な

1
認 す る。 どを,授 業者が生徒の実態に応 じて選

ビデ オを視聴す る。 択す る。

ビデ オに関す るプ リン トを使 用 し ビデオのメモの中か ら 「わか らない

個 々 に概 略をっ かむ。 こと」「不思議 に思 った こ と」 に線 を

4段 階学習問題づ くりによって, 引かせ る。

時
個人の学習問題を設定する。 できるだけ生活体験や経験 ・既存知

(関 ・知) (P7・ 資料①) 識 に結 びつ けて考 え るよ うに促す。

個人の学習問題設定 提示課 題 「ヨー ロッパの人 々 は 生徒自ら学習課題を設定 させるため,

どのよ うな生活 を してい るのだ ろ 教師はで きるだけ指示を控えるように

2
うか」を見て学習問題を設定する。 す る。

グループの学習課題 グルー プにな り,提 示課題 を確 個人の学習問題をグループの学習課

設定 認 し,個 人の学習問題を説明 し合 題に一時的に焦点化させる。個人の学

う中,グ ル ープの学習課題 を設定 習問題にっいては最後まで一人一人が

す る。(P7・ 資料②) 大切 に しておか なければな らないこと

を伝え る。

調査 ・発表方法の検 調査方法を考える。 何 を ・誰 が ・いっ ・ど こで調 べ るか,

討 発表方法を考える。 発表方法や分担をどうするかを考えさ

(P7・ 資料③) せ る。

時
(プ リン ト,模 造紙担 当)
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2

時

1

各 グループの学習課

題報告

(思 ・技)

各 グルー プの学 習課題 を発表す

る。

他 の グル ープの学習課題 への関心 を

もっよ う,発 表を聞 く態度 につ いて指

示 す る。

3

時

・

4

時

第2時 の計画により

調査活動

(技)

図書室での調査活動

発表の準備をする。

学習新聞づ くり

(P7・ 資料⑤)

地域の図書館などで可能な限り調べ

る事を伝える。

※特設コーナーを図書に設置 して支援

する。

まとあを事前に配布するよう指導す

る。

5

時

・

6

時

調査 した内容 ・方 法

の発表

(技 ・思 ・知)

各 グループの発表 は,約5分 と

す る。意見交換 や質 問を行 う(約

5分)。

プ リン トや掲示物 を もとに平 易

な説明 を心掛 け る。

内容の近い発表 は,引 き続 くように

配慮する。

調査内容だけでな く調査方法や手順

も発表するように指導する。

7

時

・

8

時

ま と め

(関 ・技 ・思 ・知)

全グループの発表を整理する。

EU諸 国の姿を理解する上での

補足を教師より受けて,整 理する。

生徒は発表 しなかったが,EU諸 国

の姿を理解する上で必要な項目にっい

て補足説明する。

生徒が発表 した内容をできるだけ構

造化 し,EUの 全体像が とらえられる

ようにまとめる。

事

後

調

査

EUの 学 習を終えて

の ア ンケー ト調査

① 「EUの 国々を知 って いるだ け書 いて下 さい」

② 「EUの 国々を勉強 して,EUの 国 々に対 して見方や考 え方 が変 わ った

ことを書 いて下 さい」

③ 「EUの 国 々と日本 との関係 は,今 後 どうな るとお もいますか」

④ 「このよ うな調べ発表学習 にっ いての感想 を書 いて下 さい」

⑤ 「EUの 国 々につ いて,も っと知 りた い事を書 いて下 さい」

(関=関 心 ・意欲,技=技 能 ・表現,思=思 考 ・判断,知=知 識 ・理解 は評価の観点 として記載 した)

※ 本 分 科 会 で は 「問題 」 を個 人 的 ・主 観 的 な もの,「 課 題 」 を 集 団 的 ・客 観 的 な もの とす る。

つ ま り,「 問 題 」 は,元 来 そ の人 個 人 が 感 じた もの,見 出 した もの で あ って,他 人 は そ う感

じた り考 え た り しな い も ので あ る こ とが 普通 な の で あ る。 一 方,「 課 題 」 の 方 は個 人 レベ ル

の もの もあ るが原 則 的 に は集 団 に課 せ られ た取 り組 む 必 要 性 の もの で あ って,他 人 に もそ の

必 要 性 が 理 解 され,認 め られ る性 質 の もの と言 え る。
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4ビ デ オ資 料 に よ る課 題 設 定(検 証 授 業 の 分 析)

(1)授 業 記 録(指 導 計 画 の第2時)

男 子 生 徒2名 と女 子 生 徒2名 を追 跡 調 査 した。

本 時 の指 導 で は4人 と も授 業 に集 中 す る こ とが で きな か った。 女 子生 徒 の 場 合,一 人 は 美

術 学 校 に つ い て調 べ た か った の に,グ ル ー プ課 題 は フ ラ ン スの食 卓に な る な ど,二 人 と も 自

分 の学 習 問 題 とは か け は な れ た グル ー プ課 題 と な った。 しか し,調 査 ・ま と め活 動 で は,グ

ル ー プ の メ ンバ ー と共 に活 動 し,意 欲 的 に取 り組 む こ とが で きた。 した が って,個 人 の学 習

問 題 を基 に して,グ ル ー プ の学 習課 題 を 作 る と い う過 程 で,授 業 者 に 支 援 の 仕 方 を も う少 し

工夫 す る必 要 が あ った もの と考 え る。

男 子 生 徒C・Dは,個 人 学 習 問題 づ くり も うま くいかず,

本 人 の学 習 意 欲 は あ ま り高 くな か った。 しか し,グ ル ー プ

が 作 った学 習 課 題 に っ い て の 調 査 ・ま とめ 活 動 で は,中 心

と な って行 動 し,発 表 会 へ 向 け て大 切 な 役 割 を果 た した。

本 人 の問 題 意 識 を基 に,「 生 徒 自 らが 課 題 の 設 定 を 行 う」

と い う点 で は,後 者 の男 子生 徒2名 の よ う な生 徒 に対 す る

適 切 な資 料 を利 用 した支 援 の在 り方 を,さ らに検 討 しな け

れ ば な らな い。 しか し,課 題 追 究 の仕 方 を 習 得 させ る と い

う点 で は,一 定 の成 果 を上 げ 得 た もの と考 え る。

② ワー ク シー トの分 析(右 の 資料 ① ～④ 参 照)

4段 階 学 習 問 題 づ く りの ワー ク シー トと,

徒 一 人 一 人 が感 じた疑 問 を基 に して,

グループ学習課題作 り

グ ル ー プ学 習 課 題 づ くりの ワ ー ク シ ー トは,生

問題 意 識 を深 め る こ とを ね らい と して い る。 この ワー

ク シー トを活 用 した学 習 課 題 づ く りが,今 回 の研 究 の ポ イ ン トの一 っ で あ る。

残 念 な こ とは,個 人 の学 習 問題 づ くり と グ ル ー プ の学 習 課 題 づ く りが 交 錯 し,「 な ぜ ま た

同 じ こ とを や る の か」 と感 じつ つ,グ ル ー プ学 習 課 題 づ く りへ の参 加 が お ざな りに な った生

徒 もい た こ とで あ る。

しか しなが ら,ワ ー ク シー トの記 載 例 を 見 る よ うに,自 分 が感 じた疑 問 か ら出 発 し,具 体

的 に何 を調 べ た らよ い か を考 え る プ ロセ スを,見 た 目 に分 か りや す くす る もの が で き た もの

と考 え て い る。

(3)学 習 新 聞 づ く りの過 程(右 の資 料 ⑤ 参 照)

資 料 を得 に くい課 題 を設 定 して しま った グ ル ー プの 中 に は,課 題 を設 定 しな お した もの も

あ っ た。 ま た,半 ば あ き らめ て,調 査 不 足 の ま ま報 告 した もの,調 査 方 法 を工 夫 して 最 後 ま

で 追 究 した もの な どが あ った。

右 の学 習 新 聞 は調 査 方 法 を見 直 して,海 外 生 活経 験 者 に イ ン タ ビ ュー を試 み て完 成 させ た

もの で あ る。 調 査 方 法 は図 書 室 ・図 書 館 で 資料 を探 す だ けで は な い とい う こ とを,十 分 に体

得 した もの と考 え られ る。

総 じて,生 徒 一 人 一 人 の問 題 意 識 を基 に,生 徒 自 らが 課 題 の設 定 を行 い,課 題 追 究 の た め

の学 習 の 仕 方 を 修 得 で き る指 導 法 の工 夫 に よ り,意 欲 的 に学 習 に取 り組 む態 度 と能 力 を 身 に

付 け させ る と い うね らい は,あ る程 度 達 成 で きた もの と考 え る。
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資料① 個人の学習問題設定
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5手 紙資料 による課題設 定

(1)手 紙資料(手 紙 の内容 は文献 を元 に教師 が作成 した もの。一 部を抜粋)

ス ペ イ ンか ら の 手 紙

HOla!(オ ラ)日 本 の中 学 生 の み な さん,こ ん に ち は。

私 の名 前 は フ ェ リサ 。 ス ペ イ ン南 部 の ア ン ダル シア地 方 に あ る,ア ル モ ンテ と い う村

に住 ん で い ま す。 これ か ら私 の住 む ス ペ イ ン南 部 の生 活 に つ い て紹 介 します 。

ス ペ イ ンで は,風 景 や 生 活 様 式 が 地 方 に よ って違 い ます。

私 の村 の ま わ りに は,み わ たす か ぎ りの ヒマ ワ リ畑 や オ リー ブ畑 が ど こ まで も続 い て

い ます 。 春 に な る と,野 原 に は ア マ ポ ー ラや マ ー ガ レ ッ トが い ち め ん に咲 き乱 れ,と て

も きれ い で す。

私 の住 ん で い る家 は も ち ろん,こ の あ た りの家 の壁 は,白 く塗 られ て い ます 。 村 の 中

央 に あ る古 い教 会 の壁 も真 っ白で す 。 部 屋 の中 の下 半分 はア ラベ ス ク紋 様 の タイ ル が は

られ て い ま す。 家 の奥 に はパ テ ィオが あ り,美 しい焼 き物 の鉢 や 花 な どで 色 ど られ て い

ます 。

ス ペ イ ンは,世 界 第3位 の ワ イ ンの 生 産 国 で す 。 私 の家 の畑 で は この ワ イ ン用 の ぶ ど

うを作 って い ま す。 ワイ ンを 作 る に は何 段 階 もの作 業 が あ り,古 い もの だ と100年 以 上

も,倉 庫 に ね か せ て い る もの が あ ります 。 で きあが った ワイ ン はび ん にっ め,ラ ベ ル を

は って,ス ペ イ ンの各 地 方 に出 荷 して い ま したが,最 近 は輸 入 す る制度 が 変 わ って ヨー

ロ ッパ の国 々 に もた くさん 出 荷 す る よ うに な った とお父 さん が言 って い ま した。

ス ペ イ ンで は,昼 食 が も っ と も大 切 な食 事 で す 。 午 後2時 頃 か ら4時 頃 まで 時 間 を か

けて ゆ っ く り,た く さん 食 べ ます。(後 略)

(2)生 徒 自 らが設 定 した課 題 例

・なぜ ,ス ペ イ ンの家 の壁 は 白 く塗 られ て い る のだ ろ うか 《自然 ・気 候 》

・ど の よ うに して ワイ ンを 作 るの だ ろ うか 《気 候 ・農 業 》

・ス ペ イ ンの人 た ち は ど ん な もの を 食 べ て い る のだ ろ うか 《食 生 活 》

・ど う して ,日 曜 日に教 会 に行 くの だ ろ う 《文 化 ・宗 教 》

・ヨー ロ ッパ で共 通 に使 え るお 金 って な ん だ ろ う 《EUの 制 度 》

(3)資 料 の 特 性 と手紙 を導 入 に取 り入 れ た 効 果

・手 紙 と い う形 で資 料 を提 示 した こ と に よ り,難 しい イ メ ー ジが な くな り,個 人 名 を 出 した

こ とで 資 料 に関 して の親 近 感 が感 じ られ る。

・手 紙 の 内 容 を生 徒(日 本)の 生 活 実 態 を 基 に作 成 した こ とに よ り,自 分 の 体験 と比 較 しや

す く疑 問 が 生 まれ やす い。

・何 度 も読 み な おす こ とが で き るの で ,一 人 一 人 の ペ ー ス に応 じて じ っ くり取 り組 む こ とが

で き る。
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6ク イ ズ資 料 に よ る課 題 設 定

(1)ク イ ズ資 料(一 部 を抜 粋)

・ソー セ ー ジ と いえ ば ドイ ツ。 ドイ ッの ソ ーセ ー ジ の種 類 は どれ く らい?

A100種 類B500種 類C3000種 類

・意 味 が 日本 と全 く逆 に な る ギ リシ ャの ジ ェ ス チ ャー は?

Aう な ず くとNOB手 の平 を 向 け る と来 い!C笑 う=お こ って い る

・ロー マ ・パ リ ・ロ ン ドン ・ベ ル リン,稚 内 よ り北 に あ る都 市 は この う ち い くっ?

AOBlC3

・北 海 か ら地 中海 まで ,大 西 洋 を通 らず に船 で航 行 す る こ と は可 能?

AYESBNOC今 はで き な い が ま もな くで き る よ うに な る

・EU内 で は,カ ー ドを 見 せ る だ け で他 の 国 に買 い物 に行 くこ とが で き る?

AYESBNOC今 はで き な い が ま もな くで き る よ うに な る

・EUの 旗 に は星 が い くっ あ る?ち な み に現 在 のEU加 盟 国数 は15か 国 で す 。

A6B12C15

・ベ ル ギ ー の一 般 家 庭 で み られ る テ レ ビの チ ャ ンネ ル数 は?

A3B10C30

・EU諸 国 の た い て いの 町 や 村 に共 通 して あ る もの は?

A教 会B交 番C日 本 車 の 工 場

(2)生 徒 自 らが設 定 した課 題(質 問 文)例

・なぜ ドイ ッに は とて もた くさん の種 類 の ソ ーセ ー ジが あ るの か。 《農 業 → 気 候 》

・イ ギ リスは北 海 道 よ りず っ と北 に あ るの に な ぜ 温 帯 な の か。 《気 候 》

・北 海 か ら地 中海 まで船 で ど の よ うに して行 くの か 。 《運 河 → 交 通 網 》

・外 国 に買 い物 に行 くの に ,お 金 か 違 うか ら不 便 で は な い の か。 《EU(通 過)統 合 》

・なぜ ベ ル ギ ーで は テ レ ビの チ ャ ンネ ル数 が 多 いの か 。 《言 語 の違 い → 文 化 の多 様 性 》

・なぜEUに は教 会 が た くさん あ る の か。 《宗 教 → キ リス ト教 の宗 派,民 族 の違 い》

(3)資 料 の特 性 と ク イ ズを 導 入 に取 れ 入 れ た効 果

① 資 料 の特 性 一 ク イ ズ を課 題 設 定 の 手 が か りに利 用 した理 由 一

・強 い疑 問 ・興 味 を 喚 起 し,課 題 を追 究 す る意 欲 を もた せ る こ とが で き る。

・学 習 内容 の ね らい にあ っ た課 題 を設 定 させ る こ とが で き る。

・問 題 点 が わ か りや す く,誰 で も自分 の 関心 に合 った課 題 を設 定 す る こ とが で き る。

② ど の よ うな効 果 が生 まれ たか

・す べ て の生 徒 が学 習 に積 極 的 に取 り組 む よ うに な った。

・調 査 活 動 後 ,さ ま ざ ま な工 夫 を こ ら した 発 表 が 行 わ れ た。

(実 践 例)『EUの 旗 の星 の数 が,加 盟 国 が15か 国 で あ るの に な ぜ12個 な の か』 と い う

疑 問 に つ いて 調 べ た 班 は,自 分 た ち の 話 合 い活 動 の 中 で生 まれ た さ ま ざ ま な案 を 全 員 が

発 表 し,誰 が 正解 を 言 っ たか 考 え させ る と い うク イ ズ形 式 で発 表 を 行 った。
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7導 入 方法の比較検討

ビ デ オ に よ る 導 入 手 紙 に よ る 導 入 ク イ ズ に よ る 導 入

課 ○視聴覚教材は内容が具体的 0生 活のようすが具体的に記 0ど の生徒 も主体的に参加で

題 で理解 しやす く,強 い興味 ・ 述 されて いるので,生 徒 自 き,誤 答を恐れず自由に考

設 関心をもって課題の設定に 身の生活の体験 と比較 しや え ることがで きる。

定 のぞむ ことがで きる。 す く,疑 問 も生まれやすい。 0課 題を容易に設定できる。

上 OEU諸 国の全体像をっかむ ○ よびか けの ことばか ら始 ま ○強い関心 ・意欲を喚起する

の ことが で き,文 章 での理解 る手紙 なので,内 容 に親 し こ とが で きる。

利 も容易 にな る。 みが感 じられ る。 ○知識や技能の確認ができ,

点 話合いの場が増える。

●視聴が受動的になり,具 体 ●受動的な生徒の場合,文 章 ●内容的には限定 され,課 題

問 的な疑問点が生まれにくい の内容の理解のみにとどま も生徒が 自ら設定 したもの

生徒が い る。 り,具 体的 なイ メー ジがわ といえない面 があ る。

●問題意識をもたずに漫然と きに くい場合 があ る。 ●設定される課題が知識 ・内

視聴す る生徒 は,自 ら疑問 ●取 り上げた地域が限定され 容面重視 の もの とな り,そ
題

をもてるはずの場面を見落 て いるので,他 のEU諸 国 れを成立 させる地理的条件

とす可能性がある。 とのっ なが りを生徒 が ど う の考察に結びっかない場合

● 内容 によ り,設 定 され る課 と らえるのか とい う問題が が あ る。

点 題が限定 される可能性があ あ る。 ●疑問の解決が,資 料不足で

る 。 困難 な課 題 もあ る。

問
・ビデオの視聴 中 に,ポ イ ン ・日本の生活 と違 う点に下線 ・調査活動をする中で生まれ

題 トとなる事実 などを指摘す を引きなが ら読むなどの指 る疑 問を大切 に し,そ の疑

点 る。 また,一 時停止 して解 示 をす る。 問やそれが生まれた理由 ・

へ 説 を行 う。 ・調査活動 の際 に,他 のEU 背景 について も発表す るよ

の ・い くっか内容 の異 なる ビデ 諸国との共通性や相違点 も う援助す る。

対 オか編集 したビデオを見せ 気付 くよ うに援助す る。 ・補助資料を教師が豊富に用

応 る 。 意す る。

(ま とめ)

関心 ・意欲の喚起 EUの 全体像の把握 課題設定の容易さ 課題設定の主体性 課題内容の充実度

ビデ オ 0 0 △ 0 n

手 紙 △ 0 0 0 0

クイズ 0 D 0 D 0

3っ の導入方法 にっ いて,5っ の観点 か ら比較 してみた。
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8研 究 の ま とめ と今 後 取 り組 むべ き課 題

(1)研 究 の ま と め

ア 生 徒 は,1年 で あ って も 自 ら課 題 を 設 定 す る こ とが で き る

生 徒 は,「 課 題 」 を他 か ら課 せ られ る もの と考 え,自 ら設 定 した こ と もな く,で き な い

と考 え られ て い た が,「4段 階 問題 学 習 づ く り」 に お い て ほ と ん ど の 生 徒 は 個 人 の学 習 問

題 を 設 定 す る こと が で きた。 そ の 内 容 も個 に応 じた さま ざまな ものが あ り,広 範 囲 にわ た っ

た 。 それ を基 に,生 徒 は 自 ら グル ー プ の学 習 課 題 を設 定 す る こ とが で きた。

イ 生 徒 自 らが 課 題 を設 定 す る こ とで 学 習 に意 欲 的 に取 り組 む こ とが で き る

生徒 自 らが設定 した課題 のため,課 題 の追究 に関 して意欲 的 に取 り組 む生徒 の姿が見 ら

れた。 これ は教師 か ら与 え られた課題で はな く,そ れぞれの資料 を基 に生徒 自身の生活経

験 や既存知識 か ら出た課題 であ ったため と考 え る。 っ ま り生徒 に とって,本 当 に知 りたい

と思 うことを調べ る ことがで きたか らで あ る。

特 に指示 は していな くて も学 校 の図書室 だけで はな く,地 域 の図書館 や外 国大使館 ・政

府観光局 にまで足 を運 んだ り,海 外で生活 した ことが ある人 にイ ンタビュー した りす るな

ど,課 題 の解決方法 を 自 ら考え意欲的 に取 り組 む生徒の姿 も見 られた。

ウ 話 し合 い,考 え,協 力 して調べ,発 表 した充 実感が,次 の学習 への意欲 にっ なが る

自分 た ち の知 りた い こ とを,調 査 方 法 を工 夫 して,調 べ,発 表 す る ことに よ り,充 実 感 ・

満 足 感 ・成 就 感 を得 る こ とが で き た。 「自分 た ち もや れ ば で き るん だ 」 「調 べ た か い が あ っ

た」 な ど,こ の充 実 感 を 味 わ え る学 習 こそ,生 徒 が 受 け身 で な く主 体 的 ・意 欲 的 に活 動 す

る源 で あ り,次 の学 習 に 自 ら意 欲 的 に取 り組 も う とす る態 度 に っ な が る と考 え る。

工 課 題 を設 定 す る場 面 で の 教 師 の支 援 が重 要 性 で あ る

生徒 自らが課題 を設定す る場面 で,教 師が適 切 な支援がで きない場 合,逆 に学習意欲 を

低下 させ る場合 もあ る。 したが って,生 徒 自 らが課題 を作 る ときに,次 の4点 には特 に配

慮 して支援 を行 う必要が ある。

① 見通 しもな く,思 いっ きで課題 を設定 す る生徒へ の支援

課題 がその生 徒 の発達段階 や学 力に見合 って いるか ど うか,解 決 の手だて や見通 しが

たっか,助 言 を与え る。

② 資料 の収集な どの見通 しや条件 を考慮 しな いで課題 を設定 す る生徒 への支援

資料の収集の見通 しが あるか,生 徒 が利用で きる本 があ るか,助 言 を与え る。

③ 着眼点 や発想 はす ば らしいのだが,う ま く課題が設定 で きない生徒 への支援

生徒 の考えを整理,構 造化 して適切 な課 題 になるよ うに助言 を与 え る。

④ 社会科,地 理の授業で ある ことを見失 い,興 味本位 に課題 を設定す る生徒へ の支援

授業 のね らいを踏 まえて,追 究 しがいのあ る課題か ど うか助言 を与 え る。

オ 「問題解決的 な学 習」 の実践 は,教 師 自身 の充実感 にっなが る

時 間 が か か る とか,指 導 が 面 倒 臭 い とか い っ た イ メ ー ジが あ るが,生 徒 と と もに授 業 を

っ く る発想 で,課 題 設 定 と話 し合 い,発 表 の 聞 き方 等 の工 夫 を す れ ば必 ず 大 き な成 果 を上

げ られ る学 習 で あ る。
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(2)今 後取 り組 むべ き課題

主題設定 の理 由で も述 べたが,今 回 の研究 は中学校 にお ける問題解決的 な学習へ の取 り組

みの第一段階 と して行 った もので ある。今後取 り組 むべ き課 題 を以下 に挙 げる。

ア 「調 査 ・発表学習」 で終 わ らず,自 分の考え を もてるよ うに助言 す ることが必要で ある

受 動 的 な生 徒 に は,ま ず 「自分 で課 題 を 設 定 し調 べ る楽 し さ」 を経 験 す る,い わ ゆ る

「調 査 ・発 表 学 習 」 か ら入 る こ と も必 要 で あ る。 今 回 の研 究 に お いて,生 徒 は 「調 査 ・発

表 学 習」 の ね らい は達 成 で きた と考 え る。 しか し問 題 解 決 的 な学 習 の ね らい は 「自分 な り

に考 え る力 」 を 育 成 し主 体 的 に行 動 す る こ とで あ る。 っ ま り 「事 実 」 を調 べ させ るだ けで

な くな ぜ そ うな って い るか な ど に っ い て 自分 な り に考 え させ て い か な け れ ば な らな い。 そ

れ ゆ え,「 調 査 ・発 表 学 習」 の 成 果 を生 か して,さ らに生 徒 自身 に 発 展 した 学 習 を 期 待 し

た い 。

イ 「話 し合 い活 動 」 の 指 導 に力 を入 れ る必 要 が あ る

今回 の研究で はあ る程度予測 は して いたが,自 分 自身で考えを深 めた り,集 団で考えあ っ

た りす る ことが十分 にで きない ことがわか った。特 に他 の人 に向 けて説 明す る力 が弱 い。

周囲 の生徒 とかかわ る集 団活動 や共同思考 によ り,自 分 の考 えが深 まるとい う考 えに立 っ

て問題解決的 な学 習を進 めて い くには、「話合 い活動」 の充実 が不可欠 であ る。

温か な雰囲気 の学級集 団 ・一 人一人 の性格 ・グルー ピングの方法 ・リー ダー とな る生徒

の育成 など 「話合 い活動」 を進 あ る上で必要 な条件 が多数 考え られ る。

ウ 問題解決 的な学 習が適 した単元 と指導計画 を研究 す る必要 が ある

課題学習 の中で,問 題解 決的 な学習 を取 り入 れ ることを考え た場合,6～10時 間の指導

計画 が必要 であ る。 年間指導計画 を しっか り立 てな ければ,課 題学習を行 うことは難 しい。

調べ学 習の計画を連休や長期 の休 みに設定 す るな ど工夫す る こと も必要 であ る。

また,3年 間を見通 したカ リキ ュラムの中で,ど の単元が問題解決 的な学 習を行 うの に

適 してい るかを考 え る必要が ある。今 回 は変化 を続 けて いる 「EU諸 国』 を課題学習の単

元 としたが,他 に地理的分野で は 「世界 とその諸地域」 の 「人 々の生活 と環境」 や 「日本

とその諸地域」 の 『身近 な地域』,ま た公民的分野 において は 「消費者問題』 や 「福祉 の

問題』 な ど,さ まざまな分野 で意 図的に くり返 し取 り扱 わなければ,目 指 す力を育成す る

ことがで きな い。

工 個 や グループに応 じた指導へ の組織 的な体制 づ くりを研究 す る必要 があ る

授 業時 間 の 中 で,一 人 の教 師 が す べ て の生 徒 や グ ル ー プ に対 して,十 分 な 支 援 を行 う こ

と に は限 界 が あ る。 今 回 の よ うな グル ー プ学 習 に お い て も,よ り多 くの 支援 の 時 間 を取 る

こ とが で きれ ば,さ らに意 欲 的 な学 習 にっ な が る こ とが予 想 され る。 学 習 指 導 の一L夫 と と

もに,個 や グ ル ー プ に応 じた指 導 を一 層推 進 す る た め に,テ ィー ム ・テ ィー チ ン グの活 用

な ど,よ り細 や か な指 導 体 制 が必 要 で あ る。
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II公 民的分野の研究

学ぶ意欲 を持 ち,自 己の考えを表現 できる場が もてる授業

～「高齢者 と社会 福祉」 の単元構成 を学 習者 の 立場か ら構成 し,こ れ か らの社会

の在 り方を提 言す る指導 内容 の構成 と指導方法 の工夫 ・改善 ～

1主 題 設 定 の 理 由

社 会科 で は,常 に変 化 して い く社 会 的 事 象 を一 人 一 人 の生 徒 が 多 角 的 に と らえ,自 ら考 え 判

断 す る中 で,民 主 的 で 平 和 的 な社 会 を 形 成 して い こ う とす る態 度 や,そ の た あ に必 要 と され る

能 力 の 基 礎 を養 成 す る こ とを課 題 と して い る。

従 来 の 講 義 中心 の教 授 型 の授 業 は,あ らか じめ予 定 した 知 識 や,社 会 的 事 象 を 的確 に認 識 す

る た め に必 要 な資 料 活 用 な どの技 能 を 効 率 よ く伝 達 す る こ とが で き るが,生 徒 に と って は受 け

身 が ち な授 業 に な りや す い と い っ た問 題 が あ る。 知 識 や 技 能 は,個 々 の生 徒 が社 会 的 事 象 を 自

らの問 題 と して と らえ,考 え た結 果 と して身 に付 け て い か な い と,基 礎 的 教 養 と して 定 着 した

り,い わ ゆ る生 きた 力 とな る こ と は な い。

そ こで 本 分 科 会 で は,個 々の 生 徒 に と って の疑 問 や 問 題 意 識 か ら授 業 を構 成 す る こ と に よ っ

て 自 らの問 題 と して学 ぶ た めの 意 欲 を育 て,自 分 な りの 解 決 方 法 を探 る 中 で必 然 的 に知 識 理 解

や 技 能 獲 得 を促 す 問題 解 決 学 習 的 な手 法 を 試 み る こ と に した。 そ の際,問 題 解 決 の た あ の調 査

活 動 と,調 査 内容 を も とに した発 表 ・討 議 ・ロール プ レイ的 パ ネル デ ィ スカ ッシ ョ ンな とに よ っ

て 自 らの考 え を表 現 す る場 を段 階 的 に設 定 す る こ と に した。 この こ とに よ り生 徒 は 自 ら調 査 活

動 を や り切 った達 成 感 を 原 動 力 に して,自 分 な りの 考 え を基 に意 見 交 換 す る こ とが で き る。 だ

か ら,自 分 で は満足 して い た考 え や,場 合 に よ って は調 査 方 法 ・伝 達 方 法 な ど に対 して も問題

点 に気 付 く こ とが で き,さ らに考 え を多 角 的 に深 めて 行 く こ とが で き る と考 え て い る。 こ う し

た構 成 に よ って,将 来 にわ た って考 え続 け て い こ うとす る態 度 を育 成 して い き た い。

2研 究 の ね ら い と方 法

(1)単 元 設 定 の 理 由

1970年 以 降,我 が 国 は高 齢 化 社 会 に突 入 し,2020年 に は人 口 の約4分 の1が 高 齢 者 で 占 め

られ るよ う に な る と いわ れ て い る。 この 問 題 は単 に高 齢 者 福 祉 の 問 題 だ けで な く,日 本社 会

の様 々 な 分 野 に影 響 を与 え て い く社 会 的 課 題 で あ る。 そ れ だ けに,21世 紀 の高 齢 社 会 を 支 え

る生 徒 た ち が,高 齢 化 社 会 の現 状 や 問 題 点 な ど に関 心 を も ち,社 会 に お け る個 人 の 役 割 や,

自己 の生 涯 を 通 した生 き方 に もふ れ て 考 え て い こ う とす る学 習 が必 要 だ と考 え る。 この学 習

を通 して,高 齢 者 と共 に人 間 ら し く生 きて い け る社 会 を作 って い こ う とす る立 場 に立 ち,こ

の よ うな 社 会 の 実 現 に向 け て将 来 に わ た って 考 え続 け て い こ う とす る態度 を育 てて い きた い。

以 一Lの理 由 か ら,中 学 校 学 習 指 導 要 領 「社 会 」,公 民 的分 野(2)「 国 民 生 活 の 向 上 と経 済 」 を

扱 う こ と と し,「 高 齢 者 と社 会 福 祉 」 を 単 元 と して研 究 を進 め る こ と と した。
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(2)研 究 の ね らい ・仮 説 ・方 法

ア 「生徒が意欲的に問題を追究 していくための指導の在 り方を工夫する」

仮 説/生 徒の問題意識を尊重 しそれを追究 していく過程を支えていくことによって達成感や満

足感が生まれ,学 習意欲が継続する。

方 法/① 事前意識調査を実施 し,授 業の展開に生かす。

② 各時間のワークシー トを1=夫 し,進 行状況に合わせて教師や他の生徒からの助 言や

ア ドバイスが生かせるようにする。

③ 生徒の活動に合わせて作業単位(個 別活動 ・生活班 ・分野別 グループ)や 教室内の

学習環境を工夫するとともに,複 数の資料 もあ らか じめ用意す る。

留意点/調 査課題の設定範囲を社会福祉の しくみに限定せず,高 齢者 とふれ合う活動なども視野

に入れて,生 徒の興味 ・関心が発揮 しやすい活動を促す。

イ 「学習内容を深め,そ の結果を自分の考えに反映させていく授業構成を工夫する」

仮 説/調 査活動 と,発 表 ・討議 ・ロールプ レイ的パ ネルデ ィスカ ッシ ョンな どの他 者 とのかか

わ り合 いが積 み重 な る工夫 を した指導計 画を作 成す ることによ って,学 習内容 は深 まり,

自ら考え,判 断する態度や能力が育成 される。

方 法/① ワー クシー トや調査報 告書 ・提言な どによって,学 習 内容 や問題意識の高 ま りな ど

の変化 の過 程を把 握す る。

② それぞれ に目的 を もった次 の3つ の積 み重 ねを設定 して授業を構成す る。

「麺 錘 コ…個々の興味・関心に基づ・・て設定した課蹴 儲 とのかかわり合・・の中で再

畢

第一次段階

畢

第二次段階

検討 した り,調 査方法 を考 え合 ってか ら個別 に調査を行 う事 で,社 会 的事 象 と

自分 とのつ なが りを発見 す る。調 査後,班 発表 と質疑 を設定。

…調査 した項 目を基 に ジャンル ごとに組分 けを して,そ れぞれの立場 に、γったロー

ルプ レイ的パ ネルデ ィスカ ッシ ョンで提言 を行 う。準備作業 を通 して,自 分 な

りの考えを もっため に着 目 したい事実 に出会 う。

… ロール プ レイによって生 じた視野 の広が りや,そ こか ら生 まれ た疑問点 を再調

査 す ることによって,自 分 な りの考え を再構築 し,提 言を まとめる ことによ っ

て 自 らの変化を確認す る。
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3指 導計画

(1)単 元名 「高齢者 と社会福祉」

② 指導 目標

ア 高齢化社 会の現 状 に関心 を もち,高 齢化の進 展 に対す る課題や問題点 を考 え よ うとす る

社会 的態度 を育 て る。

イ 高齢化社 会をめ ぐる問題 は多岐 にわた ることに気付 き,集 団討議 によ って調 査方法 や調

査計画 を設 定す ることの大切 さを理解 す る。

ウ 高齢化 の進 展 に対 して,行 政 や企業 な どが様 々な施策 を講 じてい ることを知 り,討 議 に

よ って考 えを深め る。

工 社会福 祉の向上 。発展 のために は,国 民一人一人が社会 の見方 や考 え方 を広 げる ことが

大切 であ ることを理解す る。

(3)指 導計 画

時 学 習 内 容 学 習 活 動 指 導 と 評 価

高 齢化社会の現状 を知 る ・事前の調査の結果や ビデオ資 ・資料 の選定 ,収 集がで きたか。

第
(高齢化のすすんだ背景) 料 を利用 して,高 齢化 によ っ (関心に応 じて)

1 興味や関心に基づ く学習課 て社 会が ど う変 わ っているの ・バ リア フ リー ,介 護 と被 介 護,

時
程の把握

き 甘

か,そ の現状 と今後 につ いて 財産 ・年 金等,関 心 を もった内

曽ウ._鞭 蕪
考え る。 容を仮の学習課題としたか。

自己の設定 した仮の学習課 ・どの よ うな課題があ るか行政, ・調査計画が妥当なものか

第
題の検討 企業 。医療関係,福 祉 団体 ・ ・集団討議 によ って設定で きたか。

調査の方法について,指 導 地域活動,個 人 ・家庭など4 (以上自己評価)

2
を簡単にし,調 査計画を立 っ に分か れる。 ・調査方法の選択が適切か

● て る。 ・調べる学習を通 して課題(真) ・役割の分担 によ って,調 査 の ま

3
を設定 し,調 査活動をはじめ とあが よ り具体 的にな って いる

る 。 か 。

時

獺蹴 饗 騰

`
・学習環境の自己設定 は課題に迫

る上で適切か。

学習環境の選択と調査結果 ・調査 目的と調査方法が一致で ・調査 した ことが らを発表で きる

第 のま とめ きたか調査 の まとあ を行 う。 かたちに まとあ られ たか。

・ロー ル プ レイ的 パ ネ ル デ ィス ・自分 で取 り組 んだ課題 をは っき

4
カ ッシ ョンの説明を聞 き,論

題 を知 る。

り説 明 で きた か。

・パ ネ リス ト
,フ ロ ア ー の役 割 が

・調査結果をまとあ,発 表原稿 しっか り理解 で きたか

時 と して まとめ,班 内発表 を行

鰻 騨
う 。

一15一



第

5

時

役割演技や集団討議の準備

騰 謙 謙 七・二難 ミ纒 撚 醸撫灘

・パネ リス トは,立 場 を はっき

りさせ,発 表原稿 をつ くる。

・フロアー は,そ れぞれの立場

に対 し,要 求 や要望を新聞 の

投 書や聞 き取 り調査時 の資料

を使 って出 し合 う。

・税収や消費税 など福祉 の財源

にふれ なが ら討論原稿 をつ く

る。

・高齢化に対する施策や今後の展

望をはっきり書けたか。

・それぞれの立場に対 し,福 祉社

会の発展 と向 とを目指す視点に

立ち質問を出 し合えたか。

・発表時に資料として提示するグ

ラフや表が適切か。

第

6

時

立場討 論

4っ の立場か らデ ィスカ ッ

シ ョンをす る。

浄七 許 冊 七

嬢 一 ・ 灘 撫 鰻一 融
'舅

証.七.=ヒ

論題 「高齢者 に とって住 みやす

い社会 をっ くるに はどう

した らよいか。」

・行政

・企業 ・医療 関係

・福祉 団体 ・地域活 動

・個人 ・家庭

・調査 した内容 に基 づいて論拠 を

明確 に示せ たか。

・資料 を提示 し,わ か りやすい説

明,質 問 がで きたか。

・進 め方 に従 って,教 師 また は生

徒が コーデ ィネー ター役を務 め

る。

第

7

時

再調査活動 を 「これか らの

社会 の在 り方」 一高齢者 が

豊 かに暮 らす 一の テーマで

行 うフ リーデ ィスカ ッシ ョ

ンをす る(約15分)。

許 七

・これ までの学習の成果 を自己

の レポー ト作成 に生かす。

・班の体形 に もど って発表者 を

選出す る。

・発表 しない人 は,発 表 を聞 い

て,要 点 や疑問点 ・調 べた い

点 を記録す る。

・十分 理解 で きなか った内容 につ

いて,質 問窓 口に行 って積極的

に聞 けたか。

・これ まで の学習成果 を 自分 の意

見 に反映 して い るか

・発表の仕方について,自 己評価 ・

相互評価 が適 切に行 えたか。

1

(4>評 価 の観 点

ア 課 題 の把 握 や探 究 に進 ん で取 り組 み,学 習 方 法 や 調 査 計 画 を 自 ら設 定 で きた か 。

イ 調 べ た 内容 を わ か りや す く,簡 潔 に 表 現 す る こ とが で きた か。

ウ 高 齢 化 問 題 を 多 角 的 に捉 え,討 議 によ って 考 え を深 め られ た か。

工 福 祉 社 会 の 向上 ・発 展 に と って,国 民 一 人 一 人 が 社 会 の 見方 や 考 え 方 を し っか り もっ こ

との大 切 さを 理解 で きた か 。
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4検 証授業

く第1時 〉高齢化社 会の現状 を知 る。(高 齢化 の進 んだ背 景)

(1)本 時の 目標

ア 高齢化社会 の到 来の要因 を理解 し,興 味 ・関心 を もっ。

イ 急速 な高齢化社 会の諸問題 を知 り,課 題設定がで きるよ うにす る。

② 展開

導
入
5
分

展
開
35
分

ま
と
め

10
分

学 習 活 動 ・ 学 習 内 容

1.事 前調査 のア ンケ ー ト集計結果 を配布 して

クラス全体 の考 えを知 ると共 に,自 分 の考え

と比 較す る。

2.昭 和35年 の人 ロ ピラ ミッ ドと平成27年 の人

ロ ピラ ミッ ドを比較 してみ る。

人 ロ ピラ ミッ ドが どの ように変化 してい る

か,感 じた ことを ワークシー トに各 自記入 し

その要因 につ いて も考え る。

高齢化社会 を理解 す る。

3.生 徒 自身 に老後 の長 さを実感 させるために,

大正9年 の ライ フサ イクル と現在 の ライ フサ

イクル(標 準)を 比較,記 入 す る。(P20の

資料を参照)

昔の ライ フサイ クル と現 在 の ライ フサイ ク

ルの違 いを比較 し,そ の問題点 を考 え る。

4.高 齢化社会 の諸問題 を 自 ら考え,調 べ てみ

た いことを設定 で きるようにす る。

5.今 日の学習 の感想 を書 く。

指 導 上 の 留 意 点

・まだ老後 の生活 な ど考え た こともな いと予想

され るので時 間をか ける。

・10歳 ～14歳 の人 口の比 較 と65歳 ～69歳 の人 口

を比較す る ことによ って,将 来 は少 子化 と高

齢化 になる ことを理解 させ る。

・子どもの減少の理由⇒非婚の増加,出 生率の

低下(高 学歴,女 性の就業,教 育費,居 住環

境)な ど

・高齢者の増加の理由⇒医療の発達,環 境の変

化,食 事の変化など

・自分の人生 とい って も,生 徒 に とって将来 の

ことは,考 え られな い部分が多 いので,目 安

と して 日本人 の各平均年 を書 かせ る。

・昔 に比べて ,老 後 の時間が長 い ことに気付か

せ る。 その時間 をど う過 ご してい るのか,ど

う過 ご した らよいのかを考え させ る。

・身近 な問題 とす るため,親 とのか かわ りの中

で,同 居や介護 を考 え させ る。

・これか らの学習 にっ いての流れ を説 明す る。

(3)評 価

ア 人 ロ ピラ ミッ ドを比 較 して,そ の変 化 を ワー ク シー トに記 入 した か。

イ ラ イ フ サ イ クル を記 入 し,自 分 の人 生 の老 後 の 時 間 にっ いて 考 え よ う と したか 。

ウ 急 速 な 高 齢 化 社 会 に よ って 発 生 す る諸 問 題 を知 り,仮 の課 題 設 定 を し よ うと した か。
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〈第4時 〉 個 人 調 査 の ま とめ と報 告

(1)本 時 の 目標

ア 小 集 団 の 中 で の 発 表 が で き るよ う にす る。

イ 他 の人 の発 表 を 聞 く こ とに よ って 高 齢 化 社 会 を様 々 な視 点 か らと らえ る よ う にす る。

(2)展 開

導
入
8
分

展

開

30

分

10

分

ま
と
め

2
分

学 習 活 動 ・ 学 習 内 容

1個 人調査のまとめの準備

・まとめに必要な資料や発表用原稿の作成 に

必要な資料類を整える。

2ロ ー ル プ レイ的 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ンに

っ い て学 ぶ

3ま とあの作業 と発表準備

・班内での発表にむけて各自調査結果をまと

める。

4班 内個人発表と質疑応答

(班内に同 」}野が多い場合は,班 を組み替

える必要あり)

5同 一分野班での活動

・同一分野班で各自の調査項 目と班内での発

表時に受 けた質問の報告。

・質問への答弁準備

6次 時予告

指 導 上 の 留 意 点

・準備 が整 った後 ,2時 間後 に行 うロール プ レ

イ的パネルデ ィスカ ッシ ョンの説 明 と,そ の

論題 を発表 す る。論題 「高齢者 に とって住み

やす い社 会をっ くるためにはど う した らよい

か。」

・デ ィスカ ッシ ョンを行 うために は,こ れか ら

の発表 を しっか り聞 くことが必 要で ある こと

を理解 させ る。

・発表 は1人2分 程 度 とす る。

・自分 の取 り組 んだ課題が何で あ るかを は っき

り伝 え られ るよ うに指導 す る。

・わか りやす い説明 を心掛 け させ る。

・人の発表 には簡単 な メモを と らせ る。

・特 に質問 がで きるよ うに したい。

・次 の時間では他 の分野の班へ の質 問や意 見 を

出すので しっか り確認 して お くよ うに指示す

る。

・答 え られ なか った質問 について は次回 までに

再調査 を して お くことを指 示す る。

・デ ィカ ッション時 に予想 され る質問 について

は答弁 で きるよ うに させてお く。

・次回 に必要 な用意(プ リン ト,

あれば聞 いてお く。

模造紙等)が

(3)評 価

ア 調 査 結 果 に基 づ い た発 表 を しよ う と して い たか 。

イ 他 の人 の 発 表 を し っか り聞 こ うと して い た か 。

ウ 自分 の 学 習 課 題 以 外 の 分 野 か ら高 齢 化 社 会 を と らえ よ う と して いた か 。
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〈第6時 〉 ロ ー ル プ レイ 的 パ ネル デ ィカ ッ シ ョ ン

(1)本 時 の 目標

ア さ ま ざ ま な資 料 を基 に して,「 高 齢 者 と社 会 福 祉 」 に っ い て,そ れ ぞ れ の 、Z場に 立 って

考 え る。

イ パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョ ンの 討 議 法 に基 づ い て,一 人 一 人 の生 徒 が,討 議 とか か わ り,自

らの 考 え と比 較 す る。

(2)展 開

「 「…

導

除
展

開

1

展

開

2

r想 さ れ る 学 習 活 動

そ雇 れの、腸 から資料鞭 ・てわか那 ガ乏下 ・R」 の縦 は,バ ネリ郊 房1廓 硬 無

説 明す る。(持 ち時間各4分)を ま とめ,質 問事項が 出せ るよ うにす る。

(行政側)

行政 サー ビスで は,ヘ ルパ ー,家 事援助者 な どさまざまな政 策を と って い る。 また,福 祉電話

な ど新 しい試 みを行 って いる。高齢化社会 のため に,老 人 を支 え る若者が少 な く,支 え る側 の負

担 が増大す るとともに,支 え られる側 の保 障が不安定 とな ることな ど財政 的な課 題が ある。

(企業 ・医療 関係)

① 労働力 の確保 にっ いて は,ふ だんか ら頭 を悩 ま してい る。

② 高齢者 の雇用,は っき り言 って厳 し くな る。

③ 介護用 品 は様 々な種類 を生産 してい る。 ただ し,社 会一般 にはまだ普及 してい るとは言 えな

い。今後 は,情 報通 信 の発達 によ り消費者 が それ らを取捨選 択で きるよ うにな って い くと考 え

て いる。

(福祉団体 ・地域 活動)

① 公民館 で は,高 齢者 のための講座 を開 き,高 齢者 にな って も快適 な生活 が送 れ るよ うに啓発

事業 を行 ってい る。 ただ し,受 講者 が いっ も限 られ てい るな ど問題点 も多い

② 健康上,人 の手を借 りて生活 せざ るを得な い人 は増加 して いる。

③ 若 い世代 の ボラ ンテ ィアに対 す る関心 は増えて い るものの,ま だ社会 人が 自分 の意思 によ っ

て このよ うな機 会が なかなか取 れないのが現状で あ る。

(個人 ・家庭)

私 は,現 在,一 人で年金生活 によ って生 活 して いる。趣 味 と言え ば,歩 く会 に入 って月 に一度
ハ イキ ングにい くこと。 で きるだけ息 子夫婦 には迷惑 をか けず に生活 を した いと考 えてい る。 で

も,も し,身 体が動か な くな った場合 に は,ど うす るか今 か ら不安 だ。 だか らとい って相談 で き

る人 はあま りいな い。

・フロアーか らの質問 は協議 を行 って出 して も良 い。 その場 合協議時 間は3分 間 とす る(質 問時

間 は5分 間)

例(行 政 に対 して)新 聞記 事に もあ りま したが,行 政側 はあま りに も都合の良 い ことばか り

を 言って いる。 例 えば,高 齢 者の介 護の ことは家庭 で責任 を もってや ることが必要 と言ってお

きなが ら,い っ も弱者 に対 して は親 身 にな って考 えて くれ ない。
・質 問が続 く場合 には,パ ネ リス トか ら随時説明 をす るよ うに司会者 は配慮 す る
・最後 に各 パ ネ リス トか ら説 明 した りなか った点 を補充 す る。(各3分)

ま ・今 口の授 業で納 得が いかなか った ことにつ いて次時 までに再度質問 で きるように

ご讐ll羅 驚1欝 　 　　
(3)言 ・1乏イ曲

ア 「高 齢 者 と社 会 福 祉 」 にっ いて,そ れ ぞ れ の 立 場 か ら考 え る こ とが で きた か。

イ パ ネル デ ィス カ ッ シ ョンに よ って,一 人 一人 が 自分 の 考 え を深 め よ う と した か。
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5検 証 授 業 の考 察

導 入 → 課 題 設 定 → 調 査 → 発 表 → ロー ル プ レイ 的 パ ネル デ ィス カ ッ シ ョン→ 提 言 と い う学 習 形

態 で全 体 を7時 間 構 成 と し授 業 を進 め た が,こ こで は指 導 計 画 に沿 って,導 入,課 題 の設 定 か

ら調 査活 動 お よ び ロー ル プ レイ的 パ ネ ル デ ィ ス カ ッシ ョ ンの準 備 か ら実 施,に っ いて 考 察 を述

べ て い き た い。

(1)導 入 につ い て

① 検 証 授 業1

導 入 で は右 に あ げ た2枚 の ワー クシ ー トを用 意 し,

作 業 を通 して生 徒 が 高 齢 化 社 会 を実 感 と して と らえ,

高 齢 化 に よ って生 じる様 々 な問 題 に気 づ くこ と を ね

らい と した。 作 業 に は熱 心 に取 り組 む こ とが で き,

「人 ロ ピラ ミッ ド」 を使 った 作 業 で は,高 齢 化 が す

す む 要 因 に っ いて,少 子 化 や 医学 の 発達,非 婚 者 の

増 加 な ど さま ざ ま な視 点 か ら と らえ る こ とが で きた。

「ラ イ フサ イ ク ル」 を作 る 作 業 で は,記 入 に 時 間 が

と られ た た め,こ れ を も とに 高 齢 化 社 会 の 諸 問 題 に ⑦糊 撹 罎=1雛 魏 ‡膿=ll賜 鰍

気 付 くの は,困 難 で あ った。 また,班 で は意 見 交 換
うi隔11「憶↑・貿飾堵。・babo

も十 分 に行 な わ れ なか った こ とか ら,問 題 の広 が り

に気 付 い た り,興 味 や 関 心 を 高 め 意 欲 を も って 自 己

の課 題 を見 付 け る とい う 目標 は達 成 で き な か った。

そ こで,生 徒 が 高 齢 化 社 会 の様 々 な問題 に気 付 き,

興 味 や関 心 を も って 自 己 の 課 題 を設 定 す る こ とが で

き る よ うに す る た め,班 で の意 見 交 換 ・発 表 の 時 間

を確 保 し,ま た生 徒 が す で に も って い る高 齢 化 社 会

に対 す る知 識 を 深 め る た め,意 識 調 査 の読 取 りを ト

分 に行 な え る よ う,第1時 ・第2時 を ひ とっ な が り

の導 入 の 時 間 に位 置 付 け,再 度 検 証 を行 な った。

② 検 証 授 業2に つ い て

生 徒 に,自 己 の課 題 を追 究 す る調 査 活 動 を す す め

る学 習 の意 義 につ い て の説 明 を行 った こと で,そ れ

ぞ れ が課 題 を 探 そ う とい う意 欲 はか な り高 ま った。

ま た,i=に あげ た改 善点 にそ って,班 での意 見交 換 ・

発 表 の時 間 を確保 し,意 識 調 査 の結 果 を生徒 に フ ィー

ドバ ッ ク させ て 考 え る時 間 を与 え た こと で,今 ま で

気 付 か な か っ た新 た な問 題 に 気 付 き,興 味 ・関 心 を

高 め る こ とが で き た。 この結 果,ほ とん ど の生 徒 が

この時 間 の 終 わ りに は仮 の課 題 を 設 定 す る こ とが で

き た。

曹 と 今 の ラ イ.フ サ イ ク ル を 比 較 し て 見 よ う

大正噂代の】F勾ライフサイクル 現在の」F均ラインサイクル 磯翼の宰●
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1

(2)課 題 の 設 定 か ら調 査 活 動 に つ い て

この 段 階 で は,各 自 が設 定 した仮 の課 題 を,調 査 方 法 の検 討 を 加 え なが ら真 の課 題 に発 展

させ,調 査 方 法 を決 定 し,調 査 活 動 を す る,と い う流 れ で行 った。

課 題 の 設 定 で は,導 入 の 時 間 に考 え た仮 の 課 題 を基 に生 活 班 の 単 位 で 話 合 い を行 い,具 体

的 な調 査 方 法 な ど の ア ドバ イ スを お 互 い に し合 え る よ うに した。 ま た,教 師 も ワー ク シー ト

に助 言 を 書 き込 み,班 で の話 合 い に生 か せ る よ うに した。 この 結 果,大 半 の生 徒 が他 の生 徒

や教 師 の 助 言 を基 に,調 査 の方 法 を 視 野 に入 れ た よ り具 体 的 な課 題 を設定 す る ことがで きた。

(仮 の課 題 か ら真 の 課 題 へ の変 化 は次 頁 の表 に示 す)な お,実 際 に 調 査 を 始 め て か ら課 題 を

変 更 す る生 徒 も数 人 あ った。 調 査 の 方 法 で は予 想 以 上 に関 係 機 関 へ の訪 問 を希 望 す る生 徒 が

多 か っ た こ と も,調 査 活 動 へ の 意 欲 の 高 さ を示 す もの と思 わ れ る。

調 査 活 動 は図 書 室 を使 い,市 図 書 館 か ら借 り受 け た 関 係 資 料,教 師 作 成 の資 料 な どを 自由

に閲 覧 して よ い こ と と した。 は じめ,ロ ー ル プ レイ の 分 野 ごと に席 を と った が,協 力 者 ど う

しが 集 ま って相 談 す るな どの 活 発 な動 き が見 られ た。 「介 護 用 品 に っ い て 調 べ た い の だ が 」

と相 談 を もち か け た生 徒 に対 して,教 師 が 「電 話 帳 で 調 べ る方 法 もあ る」 と助 言 し,そ れ を

受 けて 班 の別 の生 徒 か ら 「作 って い る会 社 に電 話 した ら」 と い うア ドバ イ スが 出 る な ど調 査

方 法 の わ か らな い生 徒 に 対 して は教 師 の援 助 だ け で な く,生 徒 相 互 の ア ドバ イ ス も あ り各 自

の 課 題 を ど ん な方 向 か ら追 究 して い くの か が次 第 に 明 確 に な って い った。

訪 問 調 査 は,事 前 の 関 係 機 関 と の連 絡 を調 べ学 習 と並 行 して教 師 が援 助 して行 っ たが,実

際 の訪 問 調 査 は放 課後 の 時 間 や 休 日を行 った。 に もか か わ らず,多 くの生 徒 が 参 加 し,現 場

で 働 く人 々 や お年 寄 の 話 を うか が い,自 分 自身 の 目で 確 か め られ た こ と は,文 献 調 査 で は得

られ な い貴 重 な 体験 で あ り,こ の こ とに よ って調 査 の 内 容 に も深 ま りが 出 た と思 わ れ る。

調 査 活 動 を終 え た 後,一 人 一 人 が 調 べ た 内容 を生 活 班 の 中 で発 表 した。 内 容 につ いて の質

疑 応 答 は ロ ール プ レイの 場 に譲 り,こ こで は 「自分 が 調 べ た 内容 」 を みん なの 前で 「言え る」

こ とに重 点 を お いた が,全 員 が 自分 な りの発 表 を す る こ とが で きた。

調査活動

.繍

班での意見交換

難繕響耀
…鴫 ∵蟻 描熱

藷穂
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資料 『学習課題の設定 に見 る生 徒の変容』

第一時終了後のワークシー トを集計した結果からの抜粋

生徒が謂べてみたいと思っていること[仮に設定した学習課題]
(考 慮 中)
老人病院
なぜお年寄りが長生きするのか

老人は本当にお金を もっていないのか
(考 慮 中)

老後、施設に入る時、どの くらいお金がかかるか
高齢者向け各種サービスは進んでいるか
年金は、どのくらいか

高齢者が快適に暮 らす住宅
今、お年寄りのためにどんな事を しているのか ・

高齢者の住宅対策
(考 慮 中)

高齢者の家計 ・貯蓄 ・不動産
どういう舳 で老継弘臥 り赫/い つま嚇一ムにいられar/麓 嬬捌鵠せi.子R6t(さん生担いか

なぜ子供が少なくなってきているか

東京都は高齢化社会にっいて、どんな政策をしようとしているか
福祉施設に入 らなくても、家で施設なみの介護ができるか

(考 慮 中)
老人は金持ちか

高齢化社会を知っている高齢者が、この事をどう考えているのか
昔とくらべて、どの くらい医療が発達 しているか

⇒

第三時終了後のワークシー トを集計した結果から ア ドバイスを受けて決めた

」調べ る一と 囎 禰 査方法a

↑p査 ジャンル/① 行政 ②企業 ・医療関係 ③福祉団体 ・地域活動 ④個人 ・家庭i

gain刷 ワーク シー ・_sus‐ 二 一

驚諜灘llll:撚,
.tnitど うしてだろう?瑚 曲を膚いてくrさい●

.ボ ラY;17r_Ai弓hE#・ ・匙 ・伽 と㌧k'ay

・人nヒ'ラ5噌 ド,,・ピQる て齢F一リィ垢 耀紳禽リしF.ぶ4.

●それを厨ぺbためには.どの樋にしたら..ら れるだろう7

:鴇 摂 、.蜘1点 、・!

・　 ⊥
___一

第7時 に生徒 が書いた

「これか らの社会 のあ り方

一高齢者 が豊 かに暮 らす ためには一」

⇒

・tME口 ぺacめoarreと めようり

且.どん触オ陸で費郭やヲーター{唄める予定で†a?

!壷 一`漏 麟 爾 熾 の鵬 嵌 藩'』』融 ¶ 頒 』`i

行政,企 業,医 療,福 祉団体,地 域活動,個 人,

家庭の立場すべて に言え ることはやっぱりお金 が必

要だ ということだ と思 う。すべ ての国民が払 う大事

な税金です。そ う簡単 に行政改革 できる ものではあ

りません。行政 は国家予算 の28%も 福祉関係 に費や

して いますが,ま だ足 りないとい うことです。 そ こ

で,や っぱ り国民一・一人.一人の意思だ と思 います。 ど

こか の国 ではこうい うことわざがあるそ うです。親

が子 を育 てるのは情 ですが,子 が親 を世話 す るのは

知 なん だそうで す。 本当にその通 りなのかはわか ら

ないけど,高 齢化社会 がどんどん進むにつれて,こ

の考 えは大切 なのではないか と思います。 そん な中

で老 人とのふ れあいの場を もっ こともとて もいいこ

とだと思 った。老 人は経験 が豊富だか ら,も っとた

くさんのことを子供 たちに教 え ることもい いことだ

随 遜1蒐型 ∵1社会讐 れ

見学 ・防悶 に よ愚 闘 き取 り贋 轟7ン ケ ー ト綱 壷 ピチオeuるi
㍉_L"醒L__」_--幽 」,,」L..一 一.i.

燦,見 馴 鵬r儲 る颪 噂取 讐 ・Q稿f聞 ・Lちり鳩も・

u幻 比戚 π あ為尤k払 一嬬 参 人も覇 閂 寸う ・

2、いつ属ぺ鞠や■1豪患行う予走ですa?

冠7㎜ 中 餌 簑 体みの百i

廓1-飯 奪 飯`ボ 為9.h掴 蝦 乳。端 ・
渇 人 オ、一自 【竜itもLτ 創 令盈鷹 《.

脚 朴 日`11,f1・9)

3.翼 童nrめ に必欄なもの4,免 生に甲■してほしいことがあり虚すか?
。z人 ψ、一へR7オ'`to .

・鯉Lい 蝿嬬{り で・艇閏'ヤ並躍 ら翁
1翁易見。岱 、

■畠なた倉曙隠ぺることはも次oどのリ,ンルに入ると黒い塞ず動覧?

ii(併予a鋭 ■・闘鵬 ◎臨㎜ ・職 触Q鯛 人・軸

受三上」・)繍 獅 縞 .
、'1".1<J,a,≧漉 媒 ∴li弧1∵

.言、』Yel・ コ τ;!%!'.・ ・♂三 れ ト 、 ビ

i
}

今 まで高齢者 にとって住 みやす い社 会 とは安 全が

第一一・だ と思 っていた。 しか し,今 回 のいろいろな立

場か らの主張 を聞 き,私 が考 えていたのは個人的 な

お年寄 自身 の考 えで,行 政,企 業 などの色々な視野

か ら見つ める ことで考 え方 が変わ った。 私は もっと

高齢者 と若 い世代 の交流 を増 やすべ きだと思う。今,

核家族が増 えど うして も高齢者とのふれあいが少 な

くなりが ちだ。 老人 ホームや保護 施設に入 ったか ら

といって精神 的負担 が少 な くな ったわ けで はない。

生活す る ことは楽になるが,施 設 入居希望があ とを

たたないのが現状だ。 年金や保護費用 など,ほ ん の

少 しの収 入で どうや って暮 らして いけば炉 いの だろ

う。私 自身まだよ くわか らない ことが沢山あ るが,

だれ もが生 きがいを見っ けて生 き生 きと暮 らせ るふ

れあいな どのあ るそん な社会を 日本 は築 いて い くべ

きだと私は思 う。

.』一」
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(3)ロ ー ル プ レイ的 パ ネ ル デ ィカ ッ シ ョ ンの準 備 と実 施 につ いて

ロー ル プ レイの 分野 の 分 け方 は,行 政,企 業 ・医療 関係,福 祉 団 体 ・地 域 活 動,個 人 ・家

庭 と,各 自の課 題 を 大 別 して4っ に分 類 した が,人 数 の 大 き な偏 りはみ られ なか った。 ただ,

課 題 の設 定 の過 程 で 老 人 福 祉 問 題 を取 り上 げ た ビ デ オを視 聴 した 生 徒 の 中 に は,「 老 人 ホ ー

ム」 を選 択 した もの が 多 く,視 覚 に よ る情 報 の 影響 の 大 き さ と提 示 資 料 の選 択 の 難 しさを 考

え さ せ られ る もの で あ った。 分 野 別 の話 合 い は,少 人 数 に分 け た こ とで活 発 に 行 わ れ た。 全

員 が 話 合 い に参 加 し,意 見 を言 う こ とが で きた の は,調 査 活 動 を グル ー プ活 動 で な く個 人 の

活 動 と して行 な った こ と で,一 人 一 人 が 高齢 化 社 会 にっ いて 「自分 で調 べ た こ と」 に対 す る

自信 を深 め,「 自分 な りの 意 見 」 を もっ こ とが で きた た め と考 え られ る。 普 段 社 会 科 を 苦 手

とす る生 徒 も話 し合 い に参 加 し意 見 を言 う姿 が み られ た こ と は,個 人 の調 査 活 動 の 意 義 を 大

き く感 じる場 面 で あ っ た。

ロー ル プ レイ的 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ンに は,生 徒 は概 ね 前 向 きな 姿勢 で取 り組 む こ とが

で きた が,パ ネ リス トと フ ロア ー との討 論 に は い た らなか った。 理 由 と して 高 齢 化 社 会 の問

題 が多 岐 に わ た るた め分 野 相 互 の接 点 が 見付 け に くい こ と,準 備 の段 階 で フ ロ ア ー,パ ネ リ

ス ト双 方 へ の 発 言 内 容 や発 言 方 法 へ の 指導 が欠 けて い た ことか 考 え られ る。 ま た,バ ネ リス

トが 分 野 の 代 表 と して発 言す るた め,自 分 が そ れ まで に調 査 した 内容 が パ ネ リス トと して の

発 言 に生 か され な い面 が あ り,フ ロ ア ーか らの 質 問 に的 確 に答 え る こ とや 分 野 の代 表 と して

「将来 の高齢化社会 への提言」 を行 な うまでにはいた らなか った。 発表 原稿 を作 成 した段 階

でそれを もとに分野内 で検討 す る時間を確保 す る必要が あ った との反 省が残 る。

デ ィス カ ッ シ ョ ン

高齢化社会に関する事前意識調査(集計結果)
1、 あ なたは 、1高 齢化tr.sclと いう1イ葉を 闘いた ことかあ りますか

曳1,聞いた ことがあるIH3£',1(2'闘 いた ことがない15Y,[

2、1高 船化社 会1と は とん な社 会たと思 いまaか

・u'iMのfil;〉 か高 くなる制会ll6511・ 高齢 辞の 人か増えて いる社会li4YI

.高 齢 者がが増 え、rrrが 誠 る礼会 口3名 」 ・年寄 りがr_く さんい る社会il2タ ー

・働 く人の年齢 か高 くなる社会12名 」 ・老人をいたわ るil名1

・高齢 茜が増 え、勧 く入が・Lfaく な る 目f】 ・老人ホ ーム、病院 に柱 む 邑入か増 え

る11名1・ お しいさん ・おばあ さん が 磐せ な社 会ll名1・ 琶人か増 え.琶

人のため の施 設か増 えてい く[1名1な と

(・い略)

li.こ れか らさらに高齢 化が進 むことに十rして、あ なたはと う思 い ますか

Ilとて も関心 があ る 口U名Iiz;・Uし 関心か ある[45Yl

鏑 ま欄 心が偲 ・隠2名1無 記 人itY.1'

nl1略)

n、f覧 在、あaた は高齢 者と‡妾4る 機 会が ありますか..

d,あ る141名1勘 ない ト46Y.1無 記 人Ii名1

4、8で1あ る1と 答 えた人 に閉 きます,そ れは とん な機会で すか1

・家に いる ほq名1'1賦1・ ゆ 家 にllくttnY,1・ 田舎て' .6Y.1

・阻父 母が液 る12名1・ 親の友達 〔近 所)i2名1

・ill'illのliifがfir_と きL【Y.1・ ボうンrイ アて ・人 鐸ら しの家 にffっ た 噛1名1

・蔓か6'L歳ll名1・ 熟、ハ ス、学 校でIl名1

rlll略)

12.高 齢 習はとんな ことを.番 イく安に感 してい ると思 いまずか.

・面倒 を4Zzく れ る人が いるか(病 気、健康 、 ・人 鐸らし、身体、R'G)lzO名1
・ノfyiの'墨・きノ∫16名i・ 死i5名1・ 中r3Y.}・ 家族 に見放 される 〔家族か

ら離 れる ことlls名i・ 人f:し て死が近づ いて 宍た とき12Y.1

・ゴと もか会 いに来て くれるか{チ と もとのbdAti)「1詑II・ 弧独i'IY.1

.福 祉施 設か'レないE141・ 家族 に 見取 られて死h5niI誇II

・呂人ホームに 人れ られ る ことII名i・ 年 金かウな い.IF一

墜 雛llll:鰍1欝織[捌

「

社 会 科 自 己 評 価 表 集 計A;ci果 ド全組合計88名 》

1.自 分で調ぺてみようと思うことを見っけることができましたか.

IA(48名)B(30名)c(4名)D(5名)E(・ 名}1

2.興 味 ・関心をもち、意欲的に調ぺ活動がで きま したか。

1・(38名)B(36名)・(12名}D(2名)E画

3.集 めた資料 をもとに、自分な りに考えた り、判断 した りできま したか.

[・(39名)・(・6名)・(12名)・(1名)E(・ 名)1

4.自 分の調べたことをもとに、うまく発表(話 し合い)が できましたか.

【・(14名)・(・ ・名}・(3・ 名 》 ・(・ 名)・(・ 名)1
5.バ ネルデ ィスカ ッシ ョンや他の人の発表 を聞いて 、自分の考 えを深めた り、

新たな 考 え(意 見》を持っ ことができましたか.

匝 一B(29名)C(22名)D(3名)E(1名)}
6.以 前よりも.高 齢化 社会につ いて、興味や関心が深 まったと思 いますか.

A(49名)B(32名)C(6名)D(1名)E(0名)1

7.自 分が高齢化社会を形成する一人だという意 識が持 てましたか.

A(3・ 名)B(42名)c(・4名)D(・ 名)E(2名)1

8.今 後 も社会科の投業の中で 、こうした学習方法 をや ってみたい と思いますか.

A(33名)・(26名)・(2・ 名)D(5名)E(4名II
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6研 究 の ま と め と今 後 の課 題

公 民 的 分 野 の分 科 会 で は 「学 ぶ 意 欲 を 持 ち,自 己 の考 え を表 現 で き る場 が もて る授 業 」 を主

題 と して研 究 を進 め,次 の点 を 明 らか に し,今 後 の課 題 を見 い 出 す こ と もで き た。

(1)研 究 の ま とめ

研 究 を ま とめ るに あ た って 本 分 科 会 の 研 究 の ね らい に基 づ い て次 の2点 にっ いて考察 した。

ア 「生徒 は学 習 意 欲 が 継 続 した か」

① 生 徒 は予 想 以 上 に予 備 知 識 も関心 もあ り,学 習 意欲 を もつ の に適 切 な単元 の選択 で あ っ

た。

② 生 徒 の主 体 的 な活 動 を 尊 重 して,問 題 の 自 由選 択,問 題 ご との グル ー プ編 成,調 査 活

動 の実 施 に あ た って教 師 が そ の援 助 に徹 した こ とな どの配 慮 は,生 徒 の 意 欲 的 な活 動 を

引 き出 し継 続 させ るの に 効 果 が あ った。

③ ロー ル プ レイ的 パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ン も,生 徒 が調 査 した 内容 や 自分 の意 見 の効 果

的 な伝 達 方 法 を工 夫 した り,積 極 的 に コー デ ィネ ー ター と して参 加 した生 徒 の存 在 な ど

に よ って,生 徒 の意 欲 を 継 続 させ るの に役 割 を果 た して いた と考 え て 良 い。

イ 「生 徒 に 自分 が考 えて 判 断 す る力 が育 った か 」

① 問題 と調 査方 法 を生 徒 自身 に任 せ 教 師 が そ の援 助 に徹 した こ とで,生 徒 は 自発 的 に判

断 し工 夫 して 問題 を選 び 調 査 が で きた。 例 え ば,自 発 的 に学 区域 内 の 老 人 ホ ー ムへ 取 材

に行 った り,家 族 の 中 にお 年 寄 りが い な い場 合 近 隣 の お年 寄 りに イ ンタ ビュ ーす る ア ポ

イ ン トメ ン トを取 りっ け た り した こと な ど が あ げ られ る。

② 生 徒 の発 表 と意 見 交換 の 時 間 を多 く設 け た こ と は有 意 義 で あ った 。 調 査 活 動 の最 初 に

仮 に選 択 した 問題 を発 表 し,そ の調 査 方 法 に ま で意 見 交 換 が及 ん だ こ とや 調 査 活 動 の最

後 に生 活 班 へ も ど って 自分 の調 査 した こ とを発 表 した 。 この こ とが,も う一 度 自分 の 調

査 した こ とや 意 見 を 見 つ あ 直 す 機 会 とな った。 ま た,ロ ール プ レイ的 パ ネ ル デ ィス カ ッ

シ ョ ンは,そ の 準備 の 中 で 論 題 に合 わ せ て 自分 た ちの 調 べ た こ とや 意 見 を さ らに体 系 づ

け る こ とが で き た。

③ 生 徒 が 自分 の 考 え と判 断 で ど の よ うに意 識 の変 容 が あ った か は,事 前 に調 査 した ア ン

ケ ー トの結 果 と事 後 の 自己 評 価 表 や 「私 の提 言 」 の 内 容 の を 比 較 検 討 に よ って明 らか に

な った。 事 前 ア ンケ ー トで 「高 齢 化 が進 む こ とに対 して 関心 が な い」 と答 え た者 が3分

の1程 度 いた の に対 し,自 己評 価 表 で 「高 齢化 社 会 に っ いて 関心 が 深 ま らなか った」 と

答 え た 者 は ク ラ ス平 均1～2名 に変 化 して い る。 また,「 私 の 提 言 」 で も過 半 数 の 生 徒

が社 会 全 体 の 問 題 と して 考 え る だ け で な く,何 らか の 形 で 自分 自身 が 積 極 的 に関 わ るべ

きだ と考 え て い る。

(2)今 後 の課 題

本分 科 会 で は,生 徒 の 意欲 を さ らに深 め,自 分 の意 見 の 再 構 築 の場 と して ロー ル プ レイ 的

パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョ ンを選 ん だ が,い くつ か の 問題 点 が 残 っ た。 議 論 の 接 点 を持 った論 題

の 選 び 方,活 発 に議 論 が で き る よ うな ロー ル プ レイ 的 パ ネル デ ィス カ ッ シ ョ ンの 指 導 方 法,

多 様 な議 論 に対 応 す る調 査 内 容 を得 られ る資 料 の準 備 な どが,今 後 の問 題 と して研 究 が必 要

で あ る。

一24一


